
⑰ZEB（ゼブ）：Net Zero Energy Buildingの
略称。快適な室内環境を実現しながら、建物
で消費する年間の一次エネルギー収支をゼ
ロにすることを目指した建物のこと。
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市本庁舎の目指すべき方向性などを定める

委 員 会 を 開 催 し ま し た

政
策
課
題
調
査
特
別
委
員
会

9
月
12
日

　

本
庁
舎
等
整
備
基
本
構
想
（
案
）
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
・
答
弁
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
問
】
新
本
庁
舎
の
位
置
の
検
討
内
容
は
。

【
答
】
仮
設
庁
舎
の
必
要
性
、既
存
の
庁
舎
間
の

連
絡
、駐
車
場
の
規
模
と
配
置
な
ど
に
つ
い

て
、メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
比
較
検
討
し
、

費
用
対
効
果
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
し
た

上
で
、基
本
計
画
の
中
で
最
適
な
プ
ラ
ン
案

を
決
定
し
て
い
く
。

【
問
】
合
併
推
進
債
が
主
な
財
源
と
の
こ
と
だ

が
、ほ
か
に
考
え
ら
れ
る
財
源
と
し
て
国
・

県
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
は
あ
る
か
。

【
答
】
国
庫
補
助
金
な
ど
の
活
用
に
よ
る
財
源

確
保
に
努
め
、一
般
財
源
の
負
担
を
軽
減
さ

せ
る
あ
ら
ゆ
る
検
討
を
行
う
。な
お
、施
設

の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
な
ど
を
進
め
る
場
合
、補
助
制

度
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。今
後
、検

討
を
進
め
る
中
で
、ほ
か
に
も
活
用
で
き
る

メ
ニ
ュ
ー
が
な
い
か
確
認
し
な
が
ら
進
め
て

い
く
。

【
問
】
３
年
度
の
構
造
体
耐
久
性
調
査
で
は
、平

委員会で行った調査について、主な質疑・答弁を掲載します。

委員会とは？

　議員全員が参集する本会議
の下審査機関として、専門的・
能率的な審査や、重要な事柄
についての調査をするための
会議です。

常 任 委 員 会
　部門別に、本会議から付託された議案や送付された陳情の審査、所管する
事項の調査などを行う委員会で、以下の４つの委員会があります。
総 務 委 員 会	：危機管理課、企画部、総務部、財務部、消防本部、他	
	 	 の委員会の所管に属さない事項に関すること	
福 祉 委 員 会	：福祉部、子ども健康部、市民病院に関すること	
市民文教委員会	：市民部、教育委員会に関すること	
産業建設委員会	：産業環境部、建設部、都市整備部、上下水道部に関す	
	 		ること

特 別 委 員 会
　常任委員会とは別に、市の重要な課題など特定の事柄について、専門的
に審査や調査を行う委員会です。政策課題調査特別委員会、予算特別委員会、
決算特別委員会があります。

本
庁
舎
等
整
備
基
本
構
想
（
案
）

Q

A

こんなことを聞きました

成
26
年
度
の
調
査
と
比
べ
、ど
の
よ
う
に
劣

化
が
進
行
し
て
い
る
か
。

【
答
】
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
劣
化
を
示
す
中
性
化

が
３（
中
度
）か
ら
４（
重
度
）に
、圧
縮
強
度

が
１（
ほ
と
ん
ど
な
し
）か
ら
２（
軽
度
）に

進
行
し
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

残
存
耐
用
年
数
は
、最
初
に
調
査
し
た
平

成
26
年
度
か
ら
起
算
す
る
と
残
り
11
年
程

度
未
満
で
あ
る
。

【
問
】
新
庁
舎
整
備
工
事
で
想
定
さ
れ
る
施
工

業
者
の
選
定
方
法
は
。

【
答
】
本
市
で
は
、一
般
的
に
制
限
付
き
一
般
競
争

入
札
を
採
用
し
て
い
る
。そ
の
制
限
の
内
容

は
、工
事
内
容
や
規
模
な
ど
が
決
ま
り
次
第
、

決
定
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

現在の市役所本庁舎

⑰



　

7月24日	 福祉委員会　所管事務調査「５年度国民健康保険料」
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産
業
建
設
委
員
会

9
月
11
日

所
管
事
務
調
査

大
規
模
盛
土
造
成
地
変
動
予
測
調
査（
第
二
次

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
計
画
策
定
業
務
）の
結
果

委 員 会 を 開 催 し ま し た

国・県からの通知に基づき調査を実施 　

大
規
模
盛
土
造
成
地
変
動
予
測
調
査
（
第
二
次

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
計
画
策
定
業
務
）
の
結
果
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
・
答
弁
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
問
】
計
画
作
成
方
法
の
詳
細
は
。

【
答
】
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、大
規
模

盛
土
造
成
地
の
基
礎
資
料
整
理
と
現
地
を

調
べ
た
。そ
の
情
報
を
基
に
優
先
度
評
価
を

行
い
、宅
地
カ
ル
テ
を
作
成
し
た
。

【
問
】
61
カ
所
全
て
の
盛
土
が
経
過
観
察
と

な
っ
た
が
、経
過
観
察
の
方
法
は
。

【
答
】
優
先
度
の
高
い
17
カ
所
で
毎
年
、そ
れ
以

外
の
44
カ
所
は
５
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、年
に

１
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
行
う
。ま
た
、大
き
な
地
震

や
警
報
級
の
大
雨
の
後
に
、優
先
度
の
高
い

17
カ
所
に
つ
い
て
、随
時
点
検
を
行
う
。

【
問
】
調
査
結
果
を
踏
ま
え
た
大
規
模
盛
土
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

【
答
】
今
回
、全
て
が
経
過
観
察
と
な
っ
た
が
、安

全
性
が
確
認
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。経
過

観
察
に
よ
る
変
状
進
行
の
継
続
的
な
把
握

と
、変
状
が
確
認
さ
れ
た
際
の
円
滑
な
対
応

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

その他６月定例会後に開催された委員会

陳 情 を 審 査 し ま し た

※ 　国や県に対して意見書の提出を求める陳情などは、申し合わせにより各派交渉会において「聞きおく」とし、
全議員にその写しを配付します。そこで「聞きおく」とされた陳情のうち、陳情内容により意見書や決議の発
議が必要と各会派が判断した場合、定例会の中日の前日までに案を添えて議長に申し出ることになっています。
今期定例会において、申し出はありませんでした。

　市議会では、市の各種施策について、全国の議会関係者
の皆様からの視察の受け入れを行っています。
　この度の視察では、事業の概要等の説明後、質疑応答
を行い、貴重な意見・情報交換の場となりました。
　豊川市にお越しいただき、ありがとうございました。

行政視察の受け入れを行いました

５年７月１０日　静岡県富士市議会	
　「豊川市民病院人材育成計画について」

５年７月１１日　愛知県岡崎市議会	
　「牛久保防災まちづくり地区計画の策定について」

陳情第10号 私立高校生の父母負担を軽減し、学費負担の公私格差を是正するために豊川市の授業料
助成制度を維持し、拡充を求める陳情

陳情者代表　熊谷　弥生
結 果 陳情第１０号は、市民文教委員会において、「趣旨採択」と決定。

陳情第11号 愛知県の私学助成の拡充に関する意見書の提出を求める陳情
陳情者代表　熊谷　弥生

陳情第12号 国の私学助成の拡充に関する意見書の提出を求める陳情
陳情者代表　熊谷　弥生

結 果 陳情第１１号、陳情第１２号は、各派交渉会において、「聞きおく」と決定。

7月10日　富士市議会
市民病院にて

7月11日　岡崎市議会
牛久保生涯学習センターにて


